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三
重
塔
に
初
夏
の
風
、
爽
や
か
に

美しい自然に抱かれ、昔と今が共生するまち　「葛城」

千年の伝統　當麻寺練供養会式
　5月14日　1007回目となる聖衆来迎練供養会式が挙行

6月は市・県民税の納付月です！
　納期限は6月30日　納期内納付にご協力ください

表紙　當麻寺西塔（當麻）
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　第 1回菜の花まつりアースデイ in かつらぎ
が中央公民館と菜の花畑で開催され、約 1000
人の来場者で賑わいました。この催しは、市民
のボランティアで構成されている菜の花まつり
実行委員会の主催によるもので、企画から運営
までたくさんのボランティアのご協力により支
えられ、開催されたものです。
　メイン会場では、おひさま会による紙芝居、
またチアダンスや、南中ソーランといった活気
あるパフォーマンスが披露され、サブ会場とな
る菜の花畑では、子どもたちが自分よりも背の
高い菜の花の中を「迷路みたい」と、喜んで走
り回る姿も見られました。
　また、ワークショップも実施され、竹笛や竹
トンボ作りに挑戦する小学生や、コケ玉作りを
楽しむ家族が集まりました。

黄色く染まる会場が賑わう
の花まつり　4月 16日

　会場内では、東日本大震災へのチャリティー
バザーや募金活動が併せて行われ、集められた
5万 3644 円が義援金として日本赤十字社奈
良県支部に寄付されました。

がんばって登ったよ！
のぼり　4 月 23日

　恒例の行事「岳のぼり」（二上山美化促進協
議会主催）が行われました。
　本来、岳のぼりは農事の始まるこの時期に二
上山にのぼり、豊作祈願をしたものですが、今
は更にごみを拾い、二上山の美化を通じて郷土
の自然を見直し、この伝統行事を有意義なもの
にするため、2市 1 町（葛城市・香芝市・大
阪府南河内郡太子町）をあげて行われています。
　今年は雨の降るあいにくの天気でしたが、参
加者は登山や食事などを楽しんでいました。
　松下正一さん（竹内）は、「岳のぼりは、楽
しみにている行事です。これからも登り続けた
いです」と話していました。

楽しいイベントがいっぱい！
園まつり　5 月 1日

　屋敷山公園一帯で、各種団体協力による公園ま
つりが開催されました。
　当日はあいにくの雨模様にも関わらず、恒例の
模擬店・フリーマーケット・野外イベントなど催
しが行われ、たくさんの来場者で賑わいました。
　野外イベントは、雨のため市民体育館に場所を
移し、摂南大学吹奏楽部の演奏、琉球國祭り太
鼓のダイナミックなバチさばきの演奏など、演劇、
演舞、吹奏楽、ビンゴゲームなどが行われました。
また、現在市内在住で世界中で活躍されている清
水恒男さんに綱渡りとパントマイムを披露してい
ただき、家族連れや多くの市民の皆さんが楽しい
ひとときを過ごしました。

公

岳

菜
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　住𠮷しづゑさん（忍海）が、4月に100歳の誕生日を迎えられ、
山下市長がお祝いに訪れました。
　当日は、お祝いの花束を前に、ご家族より温かい祝福を受けられ
楽しいひとときを過ごされました。
　今後とも益々お元気で、長寿を重ねてください。

100 歳

日本一の天空の散歩道を目指して
イトレサミット　5 月 14日

　金剛山頂で「ダイトレサミット」が開催され、
ダイヤモンドトレール沿いの大阪、奈良、和歌山
各府県の10市町村長が「ダイトレを歩こう！！」
共同宣言に署名、記念植樹を行いました。
　同会は、ダイトレの活性化に向け関係官公庁が
連携し、自然や歴史の情報提供を行うと共に快適
な健康づくりの場を提供することを目的に設立さ
れました。ダイヤモンドトレールとは、屯

どんづるぼう

鶴峯（香
芝市）と槇尾山（大阪府和泉市）を結ぶ金剛生駒
紀泉国定公園内を縦貫する登山道で、通称ダイト
レとして親しまれています。参加した山下市長は、
橋下大阪府知事らと「ダイトレを日本一の天空の
散歩道にしたい」と抱負を語っていました。

千年の伝統　厳かに
供養　5 月 14日

　當麻寺で伝統行事「練供養」が挙行されました。
「練供養」は正式には「聖

しょ う じ ゅ ら い ご う ね り く よ う え し き

衆来迎練供養会式」
といい、寛弘 2年（1005 年）に始まったと
されています。
　この行事は、奈良時代の右大臣の娘、中将姫
が一夜のうちに蓮糸で曼

ま ん だ ら

荼羅を織り上げた後、
二十五菩薩に迎えられ成仏したという伝承にち
なんだもので、5月 14日は中将姫の命日にあ
たります。

　式当日は境内の本堂と娑
し ゃ ば ど う

婆堂との間に来迎橋
と呼ばれる長い板橋が架けられます。雅楽や読
経が響く中、その板橋の上を鐘の音を合図にお
稚児さんや金色の面をつけた二十五菩薩の行列
とともに中将姫の像が運ばれていきます。
　1007回目となる今年は天候にも恵まれ、境
内を埋め尽くすほどの参拝者が式を見守りまし
た。夕日に照らされ黄金に輝く菩薩が荘厳な雰
囲気の中、来迎橋を練り歩きました。

練

祝

ダ
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公
的
年
金
受
給
者
の
方
へ

▼
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で

　

高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
う
年
金
受
給

者
の
増
加
を
受
け
、
65
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
個
人
住
民
税
を
公
的
年
金
か
ら
直
接

差
し
引
く
特
別
徴
収
（
以
下
、「
年
金
特

徴
」）
が
平
成
21
年
10
月
よ
り
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

納
税
に
係
る
利
便
性
の
向
上
と
徴
収
事

務
の
効
率
化
を
進
め
る
た
め
の
制
度
で
あ

る
と
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

個
人
住
民
税
に
お
け
る
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
が

平
成
21
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
こ
の
制
度
は
納
付
方
法
の
変
更
で
あ
り
、

税
負
担
が
増
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

年
金
特
徴
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、「
市

民
税
・
県
民
税
税
額
（
納
税
）
決
定
通
知

書
」
で
年
金
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る
額
と

引
き
落
と
し
対
象
と
な
る
年
金
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

納
期
限
は
6
月
30
日
㈭
で
す
。
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限
日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い

　

ま
す
。
前
日
ま
で
に
預
貯
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
税
務
課
・
収
納
促
進
課

（
納
税
通
知
書
が
6
月
16
日
頃
を
過
ぎ
て
も
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

6
月
は

平
成
23
年
度
市
・
県
民
税
（
普
通
徴
収
）
の

納
付
月
で
す
！

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

交
通
事
故
な
ど
、
加
害
者
の
行
為
に
よ

り
受
け
た
傷
病
に
か
か
る
医
療
費
は
、
原

則
、
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、「
国
保
」）

な
ど
の
医
療
保
険
を
使
わ
ず
に
、
加
害
者

が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
支
払
い
が
遅
れ
る
場
合

や
、
加
害
者
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合

は
、
保
険
課
へ
届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
、

国
保
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
い
っ
た
ん
国
保
が
負
担
し

た
額
を
、
後
日
、
被
害
者
に
代
わ
り
加
害

者
へ
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

□
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

□
印
鑑

□
交
通
事
故
証
明
書

示
談
は
慎
重
に
！

　

保
険
課
へ
届
け
出
る
前
に
示
談
が
成
立

し
て
い
た
り
、
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受

け
取
っ
て
い
た
り
す
る
と
、
国
保
で
は
治

療
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
届
け
出
後
に
加
害
者
と
示

談
を
結
ぶ
場
合
は
、
必
ず
保
険
課
へ
の
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

も
し
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
…

健
康
優
良
家
庭
表
彰
の
廃
止

　

健
康
の
保
持
増
進
を
目
的
と
し
て
、
1

年
間
無
受
診
の
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
に

記
念
品
を
お
贈
り
し
表
彰
す
る
健
康
優
良

家
庭
表
彰
は
、
平
成
23
年
度
以
降
は
廃
止

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
目
的

と
し
た
特
定
健
康
診
査
お
よ
び
保
健
指
導

等
を
保
健
事
業
の
中
核
と
位
置
づ
け
、
限

ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
・
効
率
的
に
活
用

す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合

○
警
察
に
連
絡

　

必
ず
警
察
に
連
絡
し
、
事
故
の
確

　

認
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
相
手
の
確
認

　

相
手
の
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、

　

車
の
ナ
ン
バ
ー
、
免
許
証
、
加
入

　

保
険
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
詳
し
く
は
、
保
険
課
ま
で
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市
政
ニ
ュ
ー
ス

地
デ
ジ

受
信
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

「
地
デ
ジ
移
行
」
ま
で
2
か
月
を
切
り

ま
し
た
。
準
備
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

準
備
が
ま
だ
の
方
や
、
す
で
に
対
応
し

た
が
、「
お
や
？
」
と
感
じ
た
方
に
「
受

信
相
談
会
」
を
開
催
し
皆
さ
ま
の
疑
問
・

質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

開
催
日　

6
月
28
日
㈫

　
　
　
　

7
月
5
日
㈫
・
12
日
㈫

　
　
　
　
　
　

19
日
㈫
・
26
日
㈫

　
　
　
　

8
月
2
日
㈫
・
9
日
㈫

　
　
　
　
　
　

16
日
㈫
・
23
日
㈫

場
所
・
時
間

　

新
庄
庁
舎
1
階　

市
民
ホ
ー
ル

　
　

午
前
9
時
〜
正
午

　

當
麻
庁
舎
1
階　

ロ
ビ
ー

　
　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
5
時

＊
参
加
は
無
料
で
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

主
催

　

奈
良
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
デ
ジ
サ
ポ
奈
良
）

【
☎
０
７
４
２
（
90
）
２
２
２
２
】

　
　
　
　

平
日　

午
前
9
時
〜
午
後
9
時

土
・
日
・
祝
日　

午
前
9
時
〜
午
後
6
時

＊
高
齢
者
（
特
に
独
居
）
の
方
へ
の
「
地

　

デ
ジ
移
行
」
の
お
声
掛
け
を
お
願
い
い

　

た
し
ま
す
。

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す

（
人
権
擁
護
法
は
、
昭
和
24
年
６
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
）

　

こ
の
日
の
設
定
の
目
的
の
中
に
、
人
権

擁
護
委
員
制
度
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
、
そ
し
て
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を

図
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
毎
年

全
国
一
斉
の
人
権
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

葛
城
市
に
お
い
て
も
、
新
庄
庁
舎
２
階 

２
０
２
会
議
室
に
て
、
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
、
下
表
の
８
名
の
人
権
擁
護
委
員

が
人
権
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

人
権
に
か
か
わ
る
問
題
、
差
別
の
問
題
、

家
庭
内
の
問
題
、Ｄ
Ｖ
や
虐
待
、子
ど
も・

女
性
に
関
す
る
問
題
等
々
、
一
人
で
悩
ま

ず
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
相
談
内
容
等
の
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

は
、
毎
月
第
２
・
第
３
・
第
４
週
の
木
曜

日
（
午
前
９
時
〜
正
午)

に
、
そ
れ
ぞ
れ
、

新
庄
庁
舎
、
忍
海
集
会
所
、
當
麻
文
化
会

館
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
人

権
政
策
課
【
☎
（
69
）
３
０
０
１
・
内
線

１
７
９
５
】
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

葛
城
市
の
人
権
擁
護
委
員
の
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

地　区 氏　名
當　麻 木下　忠則
尺　土 辻本八栄子
長　尾 椿本　恵三
染　野 中井　治幸
平　岡 横井　照典
辨之庄 和田　旨弘
笛　堂 西岡　弥臣
薑 安川　恵子

※
他
に
次
の
よ
う
な
専
用
相
談
窓
口
も
あ

　

り
ま
す
。

　
○
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
　

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

【
☎
０
１
２
０―

０
０
７―

１
１
０
】

　
○
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

【
☎
０
５
７
０―

０
７
０―

８
１
０
】

　
○
奈
良
い
の
ち
の
電
話

【
☎
０
７
４
２
（
35
）
０
５
０
０
】　

▼
詳
し
く
は
、
人
権
政
策
課
ま
で

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
が
開
始

　

葛
城
市
の
一
部
施
設
に
お
い
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
仮
予
約
申
請
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

対
象
施
設

○
葛
城
市
民
体
育
館

○
新
庄
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館

○
新
庄
第
2
健
民
運
動
場

○
新
町
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
テ
ニ
ス
コ

　

ー
ト
、農
村
広
場
、當
麻
健
民
運
動
場
）

○
屋
敷
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

使
用
条
件

○
右
記
施
設
の
利
用
は
市
内
在
住
在
勤
者

　

に
限
り
ま
す
。

　

（
た
だ
し
、
農
村
広
場
は
除
き
ま
す
）

○
利
用
す
る
際
に
受
付
窓
口
に
て
利
用
者

　

登
録
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
請
書
受
付
窓
口

　

當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

中
央
公
民
館

※
葛
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

　

ジ
右
に
あ
る
バ
ナ
ー
か
ら
ご
覧
い
た
だ

　

け
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
体
育
振
興
課

【
☎
（
48
）
６
６
０
０
】
ま
で
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特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
20
歳
未
満

の
身
体
や
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
害
の

あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
（
面
倒
を
み

て
い
る
）
父
や
母
、
あ
る
い
は
父
母
に
か

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

次
の
①
〜
③
に
該
当
す
る
場
合
は
、
手

当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
や
対
象
と

　

な
る
児
童
が
日
本
に
住
ん
で
い
な
い
と
き
。

②
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
（
通
所
施
設

　

は
除
く
）
に
入
所
し
て
い
る
と
き
。

③
児
童
が
障
害
を
理
由
と
す
る
公
的
年
金

　

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
。

　

手
当
の
額
は
、
児
童
の
障
害
の
程
度
に

応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。

（
平
成
23
年
４
月
分
手
当
か
ら
改
正
）

持
参
す
る
物

□
印
鑑

□
請
求
者
の
通
帳

□
児
童
の
障
害
程
度
に
つ
い
て
医
師
の
診

　

断
書
（
所
定
の
様
式
）

□
戸
籍
謄
本
（
請
求
者
と
対
象
児
童
の
も

　

の
／
発
行
後
１
か
月
以
内
の
も
の
）

□
住
民
票
謄
本
（
請
求
者
と
対
象
児
童
の

　

世
帯
全
員
の
も
の
／
発
行
後
１
か
月
以

　

内
の
も
の
）

申
請
時
提
出
書
類

◇
特
別
児
童
扶
養
手
当
認
定
請
求
書

◇
特
別
児
童
扶
養
手
当
振
込
先
口
座
申
出
書

◇
そ
の
他
（
必
要
に
応
じ
て
提
出
し
て
い

　

た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
）

　

手
当
は
認
定
さ
れ
る
と
、
請
求
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
払
い
は
定
時
払
い
と
し
て
年
３
回

（
12
月
期
、
４
月
期
、
８
月
期
）、
請
求
者

の
指
定
し
た
金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込

ま
れ
ま
す
。

☆
た
だ
し
、
前
年
の
所
得
が
制
限
額
を
超

過
し
た
年
度
に
つ
い
て
は
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
詳
し
く
は
、
子
育
て
福
祉
課
ま
で

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
お
知
ら
せ

手
当
の
支
給
要
件

手
当
額

障
害
の
程
度
手
当
の
額

（
児
童
1
人
あ
た
り
の
月
額
）

1
級
　

５
万
５
５
０
円

2
級
　

３
万
３
６
７
０
円

手
続
き
に
必
要
な
も
の

※
必
要
書
類
が
全
て
揃
わ
な
い
と
受
付

　

で
き
ま
せ
ん

手
当
の
支
給
月

支払期 12月期 4月期 8月期

支払日 11月 11日 4月 11日 8月 11日

支給対象月 8月～ 11月 12月～ 3月 4月～ 7月

※ 12 月期分のみ支払い日が 1か月早くなります。
※支払い日が土・日・祝日にあたるときは、その直
　前の金融機関の営業日となります。

地
域
サ
ロ
ン
の
開
催

〜
み
ん
な
で
集
ま
り
ま
し
ょ
う
〜

　

中
和
地
区
3
市
1
町
（
大
和
高
田
市
・

香
芝
市
・
葛
城
市
・
広
陵
町
）
障
が
い
者

自
立
支
援
協
議
会
・
生
活
支
援
部
会
主
催

で
、
地
域
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　

障
が
い
が
あ
る
方
の
い
る
家
族
の
中
に

は
、
不
安
を
抱
え
込
み
、
も
っ
と
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
知
る
機
会
が
あ
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

今
回
、「
み
ん
な
で
気
軽
に
集
ま
れ
る

場
所
」
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
の

で
、
関
心
を
持
た
れ
た
方
は
、
ど
う
ぞ
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

　

６
月
23
日
㈭　

午
前
10
時
〜
正
午

開
催
場
所

　

大
和
高
田
市
大
字
池
田
４
１
８
番
地
の
１

　

大
和
高
田
市
総
合
福
祉
会
館

　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー　

２
階
会
議
室

【
☎
０
７
４
５
（
23
）
０
７
８
９
】

対
象
者

　

知
的
・
身
体
・
発
達
障
が
い
の
あ
る
方

　

の
い
る
家
族
の
方

参
加
費

　

無
料

申
込
方
法

　

６
月
17
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
で
左
記
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先

　

生
活
支
援
部
会
事
務
局

　

ど
ん
ぐ
り
（
担
当
：
中
村
）

【
☎
０
７
４
５
（
78
）
５
５
９
９
】

【
FAX
０
７
４
５
（
78
）
６
１
８
２
】

▼
社
会
福
祉
課

市政ニュース
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情
報
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
・
健
康

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

市
政
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

7

市政ニュース

身
体
障
害
者
補
助
犬

（
盲
導
犬
・
介
助
犬
）
の

貸
与
希
望
者
募
集

　

奈
良
県
で
は
、
身
体
障
害
者
の
自
立
と

社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、「
身
体
障

害
者
補
助
犬
貸
与
事
業
」
を
実
地
い
た
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
６
月
30
日
㈭
ま
で

に
社
会
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
者
に
対
す
る
貸
与
は
、
左

記
の
条
件
を
も
と
に
補
助
犬
訓
練
事
業
者

と
協
議
の
う
え
適
否
を
決
定
し
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

貸
与
条
件

（
盲
導
犬
・
介
助
犬
共
通
）

①
18
歳
以
上
で
、
県
内
に
３
か
月
以
上
居

　

住
し
て
い
る
者

②
生
活
行
動
範
囲
の
拡
大
お
よ
び
社
会
活

　

動
へ
の
参
加
の
促
進
に
効
果
が
あ
る
と

　

認
め
ら
れ
る
者

③
補
助
犬
の
飼
育
に
適
切
な
住
宅
環
境
を

　

有
し
、
適
切
な
管
理
を
行
え
る
者

④
身
体
障
害
者
更
生
施
設
お
よ
び
こ
れ
に

　

類
す
る
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
者

⑤
補
助
訓
練
事
業
者
が
実
地
す
る
所
定
の

　

訓
練
（
合
同
訓
練
等
）
が
受
け
ら
れ
る
者

（
盲
導
犬
）

○
重
度
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級
、 　

視
野
障
害
を
含
む
）
の
視
覚
障
害
者

（
介
助
犬
）

○
肢
体
不
自
由
に
よ
り
、
日
常
生
活
に
著

　

し
い
支
障
が
あ
る
身
体
障
害
者

▼
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で

平
成
23
年
度

中
途
失
明
者
等
生
活
訓
練
事
業

申
込
受
付

　

こ
の
事
業
は
、
中
途
失
明
者
等
の
視
覚

障
害
者
に
対
し
て
、
将
来
の
生
活
の
方
途

を
見
出
す
た
め
に
必
要
な
助
言
、
指
導
並

び
に
自
立
生
活
に
必
要
な
前
訓
練
と
し
て

の
歩
行
訓
練
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
訓

練
等
を
行
い
、
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

事
業
主
体
等

実
施
主
体
…
奈
良
県

事
業
運
営
…
社
会
福
祉
法
人
日
本
ラ
イ
ト

　

ハ
ウ
ス
視
覚
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

　

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
委
託

対
象
者

　

奈
良
県
内
に
居
住
す
る
在
宅
の
重
度
の

　

視
覚
障
害
者

訓
練
の
実
施
方
法

　

対
象
者
の
家
庭
に
指
導
員
を
派
遣
し
て

　

実
施
し
ま
す
。

経
費

　

訓
練
を
受
け
る
た
め
の
経
費
は
、
県
が

　

負
担
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
教
材
等
の
実
費
は
、
対
象
者

　

の
負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み

　

訓
練
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
6
月
17
日

　

㈮
ま
で
に
、
社
会
福
祉
課
へ
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
が
予
定
人
数
を
上
回
っ
た
場
合

　

は
、
新
規
の
方
が
優
先
に
な
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で

市政ニュース

市
政
ニ
ュ
ー
ス

平
成
23
年
度

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

活
動
強
化
週
間

　

5
月
13
・
16
日
に
「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
活
動
強
化
週
間
」
の
啓
発
活
動

の
一
環
と
し
て
、
民
生
・
児
童
委
員
さ
ん

が
、
市
内
の
小
・
中
学
校
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ

配
り
を
し
ま
し
た
。　

　

高
齢
化
が
進
み
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
、
核
家
族
化
が
進
み
子
育
て
の
悩
み

や
児
童
虐
待
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

家
庭
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
心
身
に
障
害
が
あ
り
自
分
の
力

だ
け
で
は
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
難
し

い
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
さ
ん
は
、
こ
の

よ
う
な
方
々
の
生
活
上
の
悩
み
の
相
談
に

応
じ
、
ま
た
行
政
機
関
・
社
会
福
祉
団
体

と
の
橋
渡
し
や
調
整
を
し
た
り
、
地
域
と

と
も
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行
う
地
域
福
祉

の
推
進
者
で
す
。

　

福
祉
の
制
度
を
利
用
し
た
い
け
れ
ど
も

誰
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
場
合
、

お
気
軽
に
皆
さ
ん
の
地
域
の
担
当
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な

お
、
お
住
ま
い
の
地
域
担
当
委
員
や
連
絡

先
に
つ
き
ま
し
て
は
社
会
福
祉
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
相
談
内
容
や
調
査
の
上
で
知

り
得
た
内
容
は
、
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
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口
座
振
替
（
口
座
か
ら
の
自
動
引
き
落

と
し
）
に
す
る
と
、

▽
お
支
払
い
の
際
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

　

ニ
に
出
向
く
手
間
が
は
ぶ
け
ま
す
。

▽
お
支
払
い
を
忘
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り

　

ま
す
。

▽
長
い
旅
行
に
も
、
安
心
し
て
出
か
け
ら

　

れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
は
、

水
道
課
【
☎
（
48
）
４
７
０
７
】
ま
で

水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
、

大
変
便
利
な『
口
座
振
替
』で
！

水
道
週
間

▽
口
座
振
替
に
よ
る
納
入
は
、
納
付
書
に

　

よ
る
お
支
払
い
に
比
べ
て
、
金
融
機
関

　

等
へ
出
向
く
手
間
や
支
払
い
忘
れ
が
な

　

く
、
大
変
便
利
な
た
め
、
水
道
課
で
は

　

口
座
振
替
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

▽
水
道
料
金
等
の
振
替
日
は
偶
数
月
の
10

　

日
、
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
で
す
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
お
支
払
い

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　

次
の
①
か
ら
③
を
下
記
の
金

　

融
機
関
に
お
持
ち
に
な
り
、
備
え
付
け

　

て
あ
る
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要

　

事
項
を
記
入
の
う
え
、
金
融
機
関
の
窓

　

口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
金
融
機
関
の
通
帳

　
（
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
）

②
通
帳
の
お
届
け
印

③
「
水
道
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は

　
「
納
入
通
知
書
兼
領
収
書
」

▽
こ
の
届
出
に
よ
り
、
下
水
道
を
使
用
し

て
い
る
場
合
に
は
、
下
水
道
料
金
も
口
座

振
替
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関（
各
本
支
店
）

　

南
都
銀
行
、
り
そ
な
銀
行
、
三
菱
東
京

　

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
近
畿
大
阪
銀
行
、
大
和

　

信
用
金
庫
、
奈
良
中
央
信
用
金
庫
、
奈

　

良
県
農
業
協
同
組
合
、
第
三
銀
行
、
ゆ

　

う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

　

6
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で

「
蛇
口
か
ら

　
あ
ふ
れ
る
ぼ
く
ら
の　
夢
・
未
来
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
水
道
に
つ
い
て
理
解

と
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
水
道
週
間
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

ま
す
。
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
い
つ
で
も
、
好

き
な
だ
け
き
れ
い
な
水
を
送
り
続
け
る
水

道
。こ
の
水
道
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、

と
て
も
大
切
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
水
道
も
毎
日
の
暮
ら
し

の
中
で
は
、
あ
ま
り
に
も
身
近
す
ぎ
て
価

値
観
が
損
な
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
水
需
要
が
高
ま
る
こ
れ
か
ら

の
時
期
、
み
な
さ
ん
、
一
人
ひ
と
り
が
水

を
大
切
に
使
う
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

市政ニュース

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

労
働
保
険
年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

　

平
成
23
年
度
の
労
働
保
険（
労
災
保
険・

雇
用
保
険
）
年
度
更
新
手
続
は
、
6
月
1

日
㈬
か
ら
7
月
11
日
㈪
ま
で
の
期
間
で
す
。

期
間
中
の
手
続
・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

早
期
申
告
納
付
の
お
願
い

　

年
度
更
新
申
告
書
は
、
6
月
初
旬
に
事

業
所
あ
て
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
申
告

書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
お
早
め
に
申
告
・

納
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

申
告
・
納
付
期
日
で
あ
る
7
月
11
日
㈪

は
、
金
融
機
関
窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

ご
注
意

　

期
日
ま
で
に
申
告
書
の
提
出
が
な
い
場

合
は
、
政
府
が
保
険
料
等
の
額
を
決
定
し
、

さ
ら
に
追
徴
金
（
保
険
料
等
の
10
％
）
を

課
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

奈
良
労
働
局
総
務
部　
労
働
保
険
徴
収
室

【
☎
０
７
４
２
（
32
）
０
２
０
３
】

ま
た
は
、

管
轄
労
働
基
準
監
督
署

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）

ち
び
っ
子
ポ
リ
ス
た
ち
の

表
敬
訪
問

　

５
月
19
日
、
春
の
交
通
安
全

県
民
運
動
の
一
環
と
し
て
、
一

日
警
察
官
の
委
嘱
を
受
け
た
新

庄
小
学
校
附
属
幼
稚
園
の
園
児

6
名
が
、
葛
城
市
役
所
と
市
内

事
業
所
に
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

か
わ
い
い
ち
び
っ
子
ポ
リ
ス

が
交
通
事
故
を
一
件
で
も
減
ら

す
願
い
を
込
め
て
、市
長
に「
交

通
安
全
の
お
願
い
」
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
読
み
上
げ
、
交
通
安
全

運
動
の
啓
発
に
活
躍
し
ま
し
た
。
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　（順不同・敬称略）
氏　　名 指導分野 氏　　名 指導分野

1 小泉　聡子 英会話 33 吉村　雅子 手芸・パッチワーク・キルト・編み物
2 阪本　上子 歌謡（カラオケ） 34 西本　房乃 介護
3 谷口　美紀 アロマセラピー 35 竹本　みね 歌唱（カラオケ）
4 増井　和代 大正琴 36 鷲見惠美子 琴（生田流）
5 角尾　英代 ポーセラーツ（手芸） 37 金森　静子 四柱推命学・方位学
6 岩下　洋一 森林インストラクター・自然観察会 38 島田　好昭 計量・計測のお話
7 村上　梅香 生花 39 實盛　章 ソフトテニス
8 木田　尚正 バスケットボール（中学生） 40 牧寺　敬久 竹細工（竹を使って昆虫づくり）
9 木田　尚斗 バスケットボール・トレーニング 41 仲川　広志 料理（食育）
10 兒島　章子 シルバーアクセサリー 42 小磯　悟 囲碁
11 飯田　俊昭 囲碁 43 辻野　守 囲碁
12 高田　潤一 囲碁 44 藤原　修治 囲碁
13 吉村　正好 囲碁 45 井上　隆章 囲碁
14 渡本　詔司 囲碁 46 井上　壽男 囲碁
15 森岡　久幸 囲碁 47 今中　康雄 囲碁
16 堀脇　純子 園芸 48 高田　勲 囲碁
17 生野　悦子 園芸 49 辻　　靖雄 剣道
18 木村　匡子 農産加工 50 林原愼太郎 パソコン機械製図ソフト使用説明・学校安全支援
19 川﨑　洋子 アロマテラピー 51 長谷川史郎 剣道
20 原田　幹雄 囲碁 52 柚木　實 こままわし
21 福本　育子 囲碁 53 西川真由美 洋裁・手芸
22 佐藤　良介 囲碁 54 安孫子　忍 看護・緩和ケア
23 弓場　定雄 学校安全支援 55 芝池恵美子 フラワーアレンジメント・プリザーブドフラワー
24 實盛かをる ソフトテニス 56 寺田　純子「心の悩み」カウンセリング
25 田畑　滋久 手づくり理科実験 57 田上　啓人 囲碁
26 井森　明美 演劇指導 58 岡崎　雅美 簡単ケーキづくり
27 辻口　勝儀 囲碁 59 瓜生　毅 野球（中学生）
28 佐野勇次郎 囲碁 60 森岡賀世子 学校安全支援（小学校）
29 吉村和千代 料理 61 𠮷村由紀子 箏の指導（筑紫流）
30 多田　正明 ソフトテニス（中学生） 62 奥田　文男 野球
31 白石　栄一 ソフトテニス（中学生） 63 中居　公子 染色（ショール小物）・拓本（採拓）
32 東元　明則 バスケットボール（中学生） 64 的場　順子 中国語会話

「まちの達人さん」紹介！　―生涯学習人材バンク―

市政ニュース

市
政
ニ
ュ
ー
ス

訂
正

　

広
報
「
か
つ
ら
ぎ
」
3
月
号
に
お

き
ま
し
て
、
平
成
23
年
4
月
1
日
か

ら
夜
間
（
午
後
5
時
15
分
〜
午
前
8

時
30
分
）
の
埋
火
葬
許
可
証
お
よ
び

火
葬
場
許
可
証
を
発
行
で
き
な
い
旨

の
掲
載
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
従
来

ど
お
り
夜
間
に
お
き
ま
し
て
も
許
可

証
の
発
行
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

こ
こ
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
市
民
窓
口
課
・
環
境
課

　

市
内・在
住
在
勤
の
方
で
豊
か
な
知
識・

経
験
・
技
能
な
ど
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
皆

さ
ん
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
学

校
教
育
や
社
会
教
育
の
お
手
伝
い
を
い
た

だ
く
、
平
成
23
年
度
の
生
涯
学
習
人
材
バ

ン
ク
「
ま
ち
の
達
人
さ
ん
」
が
上
記
の
と

お
り
登
録
を
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

市
内
で
自
主
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
団

体
・
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
講
師

を
探
し
て
い
る
場
合
な
ど
に
、
こ
の
人
材

バ
ン
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
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葛
城
市
で
は
、
避
難
所
で
生
活
さ
れ
て

い
る
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
4
月
30
日

か
ら
5
月
4
日
ま
で
宮
城
県
気
仙
沼
市
へ

保
健
師
を
派
遣
し
、
被
災
者
の
健
康
チ
ェ

ッ
ク
、
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
・
栄

養
士
等
の
専
門
職
の
派
遣
調
整
、
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
希
望
者
の
取
り
ま
と
め

や
口
腔
ケ
ア
の
状
況
を
確
認
し
て
歯
科
医

師
の
診
察
に
つ
な
げ
る
活
動
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

被
災
地
へ
職
員
を
派
遣

義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

葛
城
市
と
葛
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
市
民
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
る
災
害
義
援
金
活
動
を
続
け
て

お
り
ま
す
。

　

4
月
に
お
預
か
り
し
ま
し
た
義
援
金
は
、

６
８
６
万
４
１
９
５
円
で
3
月
分
を
合
わ

せ
ま
す
と
、
２
７
８
９
万
３
７
４
８
円
に

な
り
ま
す
。

葛
城
発

復
興
支
援

葛
城
っ
子
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
シ
ョ
ッ
ト

「
わ
く
わ
く
幼
稚
園
」
出
発
進
行
！

葛
城
市
立
忍
海
小
学
校
附
属
幼
稚
園

  

4
月
11
日
、
新

入
園
児
を
迎
え
ま

し
た
。
年
長
児
は

早
速
、
年
少
児
に

朝
の
用
意
の
仕
方

を
教
え
た
り
、
一

緒
に
遊
ん
だ
り
、

片
付
け
を
手
伝
っ
た
り
…
。
年
少
児
と
の

「
な
か
よ
し
ペ
ア
」
で
は
、
小
学
校
へ
の
散

歩
で
「
ほ
ら
、
こ
こ
に
タ
ン
ポ
ポ
が
あ
る

よ
。」「
こ
の
お
花
、
あ
げ
よ
う
か
？
」
と

優
し
さ
を
発
揮
し
、
お
や
つ
作
り
も
披
露
。

年
少
児
も
優
し
さ
と
お
い
し
さ
に
心
が
和

み
、「
あ
り
が
と
う
。
お
い
し
か
っ
た
よ
。」

と
お
礼
が
言
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

  

園
内
で
の
関
わ
り
は
も
ち
ろ
ん
、
色
々
な

方
た
ち
と
関
わ
り
、
様
々
な
感
動
体
験
を

大
切
に
し
て
、「
笑

顔
い
っ
ぱ
い
、
友

達
い
っ
ぱ
い
、
わ

く
わ
く
幼
稚
園
」

を
目
指
し
、
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
も
支
援
活
動

　

3
月
、
當
麻

小
学
校
で
は
、

子
ど
も
た
ち
か

ら
の
提
案
で
6

年
生
が
「
東
北

地
方
太
平
洋
沖

地
震
」
へ
の
募

金
を
始
め
ま
し

た
。
し
か
し
卒
業
が
迫
り
、
時
間
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
6
年
生
だ

け
募
金
し
て
、
あ
と
は
、
在
校
生
に
託
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
私
た
ち
は
當
麻
小
学
校
を
卒
業
す
る
け
ど
、

あ
と
は
お
願
い
し
ま
す
。
私
た
ち
も
中
学

校
で
も
続
け
て
、
被
災
し
た
人
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
を
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。」

　

6
年
生
の
思
い
が
つ
ま
っ
た
呼
び
か
け

の
ポ
ス
タ
ー
と
募
金
箱
を
在
校
生
み
ん
な

で
受
け
取
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
児
童
会

が
主
体
と
な
り
、
被
災
地
を
支
援
す
る
活

動
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

児
童
会
の
樋
口
さ
ん
は
「
被
災
地
の
皆
さ

ん
の
色
々
な
不
安
が
、
少
し
で
も
な
く
な

る
こ
と
を
願
っ
て
、
募
金
活
動
を
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

3.11

東日本大震災

義援金はこちらまで
募金箱設置場所
　新庄庁舎、當麻庁舎ほか計 26施設
銀行振込口座
　南都銀行新庄支店　普通口座　2048897
名義
　東北地方太平洋沖地震義援金口　葛城市会計管理者
　トウホクチホウタイヘイヨウオキジシンギエンキングチ
　カツラギシカイケイカンリシャ
義援金は、責任を持って日本赤十字社へお持ちして被災地
へお届けいたします。

▼避難所の入口に飾られた、被災地の　
　小学生からのお礼のメッセージ
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開示請求件数　66件 開示申出件数　11件
公文書開示請求の決定状況

開 示 56 不 存 在 1
部 分 開 示 7 取 下 0
不 開 示 2 審 査 中 0

実施機関別の処理状況

実 施 機 関 名 開示請求
件　　数

開示請求処理内容 異　議
申立て開示 部分開示 不開示 不存在 取下 審査中

市 長 43 37 3 2 1 0 0 1
教 育 委 員 会 7 6 1 0 0 0 0 0
選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0 0 0
監 査 委 員 0 0 0 0 0 0 0 0
公 平 委 員 会 0 0 0 0 0 0 0 0
農 業 委 員 会 3 1 2 0 0 0 0 0
固定資産評価審査委員会 0 0 0 0 0 0 0 0
水道事業管理者 0 0 0 0 0 0 0 0
消 防 長 0 0 0 0 0 0 0 0
議 会 13 12 1 0 0 0 0 0
合 計 66 56 7 2 1 0 0 1

個人情報取扱事務の届出件数
実 施 機 関 名 件 数
市 長 280
教 育 委 員 会 64
選挙管理委員会 6
監 査 委 員 2
公 平 委 員 会 1
農 業 委 員 会 10
固定資産評価審査委員会 1
水道事業管理者 27
消 防 長 13
議 会 14
合 計 418
個人情報の開示請求等の状況
開 示 請 求 件 数 5

決定状況
開示 5
部分開示 0
不存在 0

※個人情報の開示請求にかかる
決定において、請求者からの異
議申立てはありませんでした。

個人情報保護制度情報公開制度の利用状況

平成 22年度　情報公開・個人情報保護制度の運用状況

開催日 開催場所 開始時間
7 月 2 日㈯ 西 室（西室コミュニティセンター） 午後 1時 30 分

東 室（東室コミュニティセンター） 午後 7時 30 分
3 日㈰ 中 戸（中戸公民館） 午後 1時 30 分

寺 口（寺口ふれあい集会所） 午後 7時 30 分
8 日㈮ 北道穂（北道穂コミュニティセンター） 午後 7時 30 分
10 日㈰ 柿 本（柿本公民館） 午後 1時 30 分

南道穂（南道穂コミュニティセンター） 午後 7時 30 分
22 日㈮ 大 屋（大屋コミュニティセンター） 午後 7時 30 分
23 日㈯ 北花内（北花内コミュニティセンター） 午後 1時 30 分

南藤井（南藤井コミュニティセンター） 午後 7時 30 分
24 日㈰ 葛 木（葛木コミュニティセンター） 午後 1時 30 分

新 庄（新庄コミュニティセンター） 午後 7時 30 分
29 日㈮ 辨之庄（辨之庄公民館） 午後 7時 30 分
30 日㈯ 今在家（今在家公民館） 午後 1時 30 分

笛 堂（笛堂コミュニティセンター） 午後 7時 30 分
　※開催日時は都合により変更になることもあります。
　　その場合は市ホームページでご案内いたします。

「
市
長
と
語
る
」
大
字
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
ま
ち
づ
く
り
や
葛
城
市
の
将
来
展
望
な

ど
、
各
大
字
ご
と
に
市
長
が
皆
さ
ま
に
直
接
お
会
い
し
、
親
し

く
意
見
交
換
す
る
た
め
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

開
催
日
時
が
確
定
し
て
い
る
大
字
は
次
の
と
お
り
で
す
。
開

催
時
間
は
１
時
間
30
分
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
の
他
の
大
字
に
つ
き
ま
し
て
は
、
開

催
日
時
が
確
定
し
ま
し
た
ら
広
報
誌
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

案
内
し
ま
す
。

▼
企
画
政
策
課

市
政
ニ
ュ
ー
ス

5 月 15日　市内一斉清掃
　当日は、早朝から区長様はじめ、各区民の皆
さまのご協力のもと、道路や、水路、公園など
の草引きや、土砂あげをしていただきありがと
うございました。

　皆さまのおかげで、市内が大変きれいになり
ました。
　また、市内一斉清掃に際しまして、葛城市建
設業協会から、希望された地区に、ダンプ等の
車両の提供をボランティアにて行っていただい
ており、市内の美化にご協力くださっています。
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成
人
式
を　

自
ら
の
手
で

２
０
１
２
年
成
人
式
を

一
緒
に
手
伝
っ
て
く
れ
る

仲
間
を
募
集
し
ま
す

大
人
に
な
る
節
目
の
日
、
成
人
式
。

　

こ
の
一
生
に
一
度
の
記
念
す
べ
き

成
人
式
を
自
分
達
の
手
で
企
画
・
運

営
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

平
成
24
年
成
人
式
を
、
新
成
人
と

と
も
に
作
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

や
っ
て
み
よ
う
か
な
と
思
わ
れ
る
方
、

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象

　

平
成
3
年
4
月
2
日
〜

　

平
成
4
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

締
切

　

６
月
30
日
㈭

申
込
先

　

生
涯
学
習
課

▼
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で

イベント・募集

⑭

⑮

⑯

⑱

⑰

P P

募
集
区
画

　

新
規
の
墓
地

　
返
還
の
墓
地　

Ａ
区
画
が
3
区
画

　
　
　
　
　
　
　

Ｂ
区
画
が
10
区
画

　
　
　
　
　
　
　

Ｃ
区
画
が
1
区
画

申
請
資
格

　

葛
城
市
に
住
所
（
１
年
以
上
継
続
し
て

居
住
）
ま
た
は
、
本
籍
（
１
年
以
上
）
を

有
す
る
方
。

　

た
だ
し
、
墓
地
の
使
用
は
１
世
帯
に
つ

き
１
区
画
と
し
、
す
で
に
使
用
許
可
の
あ

る
世
帯
に
つ
い
て
は
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付

　

期
間　

6
月
15
日
㈬
〜
30
日
㈭

　

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

使用料および管理費は、次のとおりです。
区分 区画面積 使用料 管理費（1年） 予納金
Ａ 0.9 × 1.8m 27万円 2100円 7万円
Ｂ 1.8 × 1.8m 45万円 3150円 12万円
Ｃ 3.6 × 1.8m 90万円 5250円 25万円▼

詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で

　

時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
場
所　

市
役
所　

環
境
課（
新
庄
庁
舎
）

申
請
方
法

　

墓
地
使
用
許
可
申
請
書
（
環
境
課
窓
口

で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入
・
捺
印
し
、

住
民
票
謄
本
、
ま
た
は
戸
籍
謄
本
を
添
付

し
、
受
付
期
間
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
申
請
は
本
人
、
ま
た
は
そ
の

　

家
族
に
限
り
ま
す
。

※
新
規
の
墓
地
も
し
く
は
、
返
還
の
墓
地

　

の
ど
ち
ら
か
の
申
し
込
み
と
し
ま
す
。

予
納
金

　

受
付
期
間
中
に
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。

墓
地
使
用
お
よ
び

使
用
地
の
決
定

　

7
月
13
日
㈬
に
市
役

所
で
の
抽
選
で
決
定
し

ま
す
。

使
用
料
・
管
理
費
の
納
入

　

使
用
料
は
、
予
納
金

を
差
し
引
い
た
残
額
を
、

管
理
費
に
つ
い
て
は
3

年
分
（
前
納
）
を
許
可

証
交
付
時
（
７
月
21
日

〜
29
日
）
に
納
入
し
て

く
だ
さ
い
。

葛城市霊苑墓地使用者を募集します
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情
報
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
・
健
康

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

市
政
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

13

　

夏
の
日
差
し
を

さ
え
ぎ
っ
て
、
緑

の
葉
を
吹
き
抜
け

る
涼
し
い
風
が
さ

わ
や
か
な
「
緑
の

カ
ー
テ
ン
」
を
育

て
ま
せ
ん
か
？

　

葛
城
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

と
し
て
効
果
が
期
待
さ
れ
る
「
緑
の
カ
ー

テ
ン
」
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
が
市
内

に
も
っ
と
広
ま
る
よ
う
「
緑
の
カ
ー
テ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

内
容

　

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
題
材
に
、
写
真

に
よ
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

対
象

　

市
内
で
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
設
置
で

き
る
方
。（
個
人
ま
た
は
団
体
）

応
募
方
法

　

実
施
報
告
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写

真
を
添
付
の
う
え
、
環
境
課
ま
で
郵
送
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

実
施
報
告
書
は
、
環
境
課
窓
口
か
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
期
間

　

9
月
1
日
㈭
〜
16
日
㈮（
土・日
を
除
く
）

審
査

　

提
出
さ
れ
た
実
施
報
告
書
お
よ
び
写
真

等
に
よ
り
審
査
を
行
い
、
最
優
秀
賞
１
点
、

優
秀
賞
数
点
を
決
定
し
ま
す
。

　

審
査
で
は
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
評
価

し
ま
す
。

◎
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
の
出
来
ば
え
（
大

　

き
さ
、
き
れ
い
さ
）

◎
育
成
に
関
す
る
創
意
工
夫
（
設
置
や
栽

　

培
の
工
夫
、
収
穫
物
の
利
用
な
ど
）

◎
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
の
効
果
（
涼
し
さ
、

　

省
エ
ネ
効
果
な
ど
）

◎
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
る
様
子

応
募
先

　

〒
６
３
９―
２
１
９
５

　

葛
城
市
柿
本
１
６
６
番
地

　

葛
城
市
役
所
環
境
課（
新
庄
庁
舎
１
階
）

　
電
子
メ
ー
ル

　

kankyo@
city.katsuragi.lg.jp

苗
を
配
布
し
ま
す
！

　

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
設
置
で
き
る
方

に
「
ゴ
ー
ヤ
」
の
苗
を
３
苗
と
お
ひ
さ
ま

た
い
肥
を
10
ℓ
差
し
あ
げ
ま
す
。
6
月
6

日
か
ら
10
日
ま
で
の
間
、
環
境
課
窓
口
に

て
配
布
し
ま
す
。（
先
着
１
０
０
名
ま
で
）

▼
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で

か
つ
ら
ぎ
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
コ
ン
テ
ス
ト
の
ご
案
内

高
齢
者
作
品
展

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
高
齢
者
作
品
展
を
開
催

し
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
、
出
品

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
在
住
で
満
60
歳
以
上
の
方

種
別

　

日
本
画
・
洋
画
・
書
・
工
芸
・
手
芸
・

　

写
真
の
6
種
目

出
品

　

１
人
１
点

作
品
規
格

　

特
に
無
し

作
品
の
提
出
期
限

　

7
月
22
日
㈮

作
品
の
受
付
場
所

　

長
寿
福
祉
課

展
示
場
所

　

ゆ
う
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
２
階　

展
示
期
間

　

7
月
28
日
㈭
〜
8
月
2
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
8
月
1
日
㈪
は
休
館
日
で
す
。

第
39
回

　

奈
良
県
高
齢
者
美
術
展

　

第
39
回
奈
良
県
高
齢
者
美
術
展
が
、
奈

良
県
文
化
会
館
に
お
い
て
、
８
月
下
旬
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
美
術
展
へ
の
出
品
に
つ
き
ま
し
て

は
、
サ
イ
ズ
等
の
規
格
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
出
品
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

詳
細
を
定
め
た
出
品
規
定
書
を
お
渡
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
期
限
は
、
6
月
28
日
㈫
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
長
寿
福
祉
課
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
美
術
展
へ
の
出
品
数
、
出
品
料

に
つ
き
ま
し
て
は
、
1
種
目
に
つ
き
1
人

1
点
で
、
出
品
料
は
、
1
点
１
０
０
０
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
長
寿
福
祉
課
ま
で

▼
詳
し
く
は
、
長
寿
福
祉
課
ま
で

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

イベント・募集
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（
敬
称
略
）

○
軟
式
野
球

優　
勝　

大
同
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｎ

第
３
位　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

　
〃　　

東
洋
ア
ル
ミ

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優　
勝　

葛
城
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ツ

第
３
位　

零
「
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」

　
〃　　

新
庄
ス
タ
ー
ズ

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優　
勝　

７
Ｕ
Ｐ

準
優
勝　

新
庄
ク
ラ
ブ

第
３
位　

當
麻
ク
ラ
ブ

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
男
子

優　
勝　

白
鳳
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

Ｂ
・
Ｂ
・
Ｃ

第
３
位　

ニ
ュ
ー
ベ
ア
ー
ズ

○
テ
ニ
ス

　
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優　
勝　

津
田　

直
人
（
竹
内
）

　
　
　
　

大
國　

謙
太
（
笛
堂
）

準
優
勝　

沢
田　

紘
宣
（
北
花
内
）

　
　
　
　

押
方　

利
治
（
疋
田
）

第
３
位　

言
水　

志
信
（
薑
）

　
　
　
　

八
木　

哲
朗
（
薑
）

　

〃　　

堀
田　

晋
也
（
疋
田
）

　
　
　
　

森　　

昭
博
（
薑
）

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優　
勝　

堀
田　

明
美
（
疋
田
）

　
　
　
　

長
田　

優
（
疋
田
）

準
優
勝　

池
田　

博
子
（
竹
内
）

　
　
　
　

西
川
登
志
恵
（
寺
口
）

第
３
位　

坂
倉　

佳
代
（
長
尾
）

　
　
　
　

西
川　

幸
子
（
太
田
）

　

〃　　

中
村　

京
子
（
忍
海
）

　
　
　
　

幸
田　

純
永
（
林
堂
）

　
混
合
ダ
ブ
ル
ス

優　
勝　

堀
田　

晋
也
（
疋
田
）

　
　
　
　

堀
田　

明
美
（
疋
田
）

準
優
勝　

辻
本　

誠
（
北
花
内
）

　
　
　
　

西
川
登
志
恵
（
寺
口
）

第
３
位　

言
水　

志
信
（
薑
）

　
　
　
　

深
田　

千
晃
（
薑
）

　

〃　　

津
田　

直
人
（
竹
内
）

　
　
　
　

津
田　

浩
子
（
竹
内
）

　
男
子
一
般
シ
ン
グ
ル
ス

優　
勝　

水
本　

英
志
（
笛
堂
）

準
優
勝　

津
田　

直
人
（
竹
内
）

第
３
位　

沢
田　

紘
宣
（
北
花
内
）

　

〃　　

言
水　

志
信
（
薑
）

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優　
勝　

西
川
登
志
恵
（
寺
口
）

準
優
勝　

堀
田　

明
美
（
疋
田
）

第
３
位　

深
田　

千
晃
（
薑
）

　

〃　　

大
垣
希
容
子
（
尺
土
）

　
男
子
壮
年
シ
ン
グ
ル
ス

優　
勝　

高
橋　

雅
宏
（
大
屋
）

準
優
勝　

大
垣　

繁
和
（
尺
土
）

第
３
位　

伏
見　

精
治
（
太
田
）

　

〃　　

東
野　

幸
治
（
尺
土
）

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス　　

優　
勝　

山
本　

勉
（
柿
本
）

　
　
　
　

山
上　

智
也
（
南
道
穂
）

準
優
勝　

竹
内　

晃
也
（
北
道
穂
）

　
　
　
　

喜
多　

聡
（
疋
田
）

第
３
位　

安
藤　

嘉
晨
（
疋
田
）

　
　
　
　

城
下　

彦
弥
（
疋
田
）

　
〃　　

和
田　

健
二
（
忍
海
）

　
　
　
　

白
石　

栄
一
（
北
花
内
）

　
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優　
勝　

村
上　

浩
子
（
北
道
穂
）

　
　
　
　

岸
中
佐
登
子
（
長
尾
）

準
優
勝　

小
柴
佐
知
子
（
北
道
穂
）

　
　
　
　

林
谷
み
つ
子
（
南
道
穂
）

第
３
位　

松
尾　

妙
子
（
西
室
）

　
　
　
　

樋
口　

稔
乃
（
疋
田
）

　
〃　　

城
下
和
賀
子
（
疋
田
）

　
　
　
　

神
坂　

由
枝
（
疋
田
）

　
中
学
生
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優　
勝　

吉
藤　

卓
也
（
北
花
内
）

　
　
　
　

高
橋　

雅
紀
（
西
室
）

準
優
勝　

澤
井　

幸
樹
（
忍
海
）

　
　
　
　

福
中　

喬
祐
（
疋
田
）

第
３
位　

辻
坂　

基
（
忍
海
）

　
　
　
　

高
木　

大
地
（
忍
海
）

　

〃　　

松
村　

凌
佑
（
葛
木
）

　
　
　
　

前
川　

憲
哉
（
北
花
内
）

　
中
学
生
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優　
勝　

平
井　

千
愛
（
疋
田
）

　
　
　
　

平
田　

好
（
笛
堂
）

準
優
勝　

喜
多　

歩
（
笛
堂
）

　
　
　
　

北
村　

友
里
（
北
花
内
）

第
３
位　

金
田　

有
衣
（
西
室
）

　
　
　
　

柴
田
菜
都
美
（
新
庄
）

　

〃　
　
岡
田　

京
（
疋
田
）

　
　
　
　

芝
山
奈
瑠
美
（
南
花
内
）

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

優　
勝　

廣
見　

桂
一
（
尺
土
）

準
優
勝　

板
木　

哲
男
（
北
花
内
）

第
３
位　

尾
崎　

惣
治
（
長
尾
）

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

優　
勝　

石
橋　

宗
忠
（
新
在
家
）

　
　
　
　

山
本　

教
嗣
（
新
在
家
）

　
　
　
　

佐
藤　

良
介
（
兵
家
）

　
　
　
　

高
橋　

幸
子
（
加
守
）

　
　
　
　

杉
野　

茂
介
（
兵
家
）

　
　
　
　

織
田　

敏
子
（
北
花
内
）

準
優
勝　

辻
井　

勝
（
北
道
穂
）

　
　
　
　

南
島　

光
次
（
南
道
穂
）

　
　
　
　

弓
場　

千
里
（
辨
之
庄
）

　
　
　
　

福
森　

淳
子
（
辨
之
庄
）

　
　
　
　

西
川　

ハ
ナ
（
北
花
内
）

第
３
位　

蔵
内　

隆
（
西
辻
）

　
　
　
　

和
田　

郁
夫
（
辨
之
庄
）

　
　
　
　

河
合　

延
子
（
辨
之
庄
）

　
　
　
　

福
井　

静
子
（
辨
之
庄
）

　
　
　
　

黒
川　

幸
子
（
疋
田
）

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
１
部

優　
勝　

中
井
戸
資
廣
（
南
道
穂
）

　
　
　
　

佐
藤　

信
次
（
北
花
内
）

準
優
勝　

中
尾　

正
紀
（
疋
田
）

　
　
　
　

田
中　

泰
弘
（
忍
海
）

第
３
位　

高
谷　

誠
（
加
守
）

　
　
　
　

堀
川　

純
世
（
北
道
穂
）

　

〃　　

小
林　

秀
規
（
北
花
内
）

　
　
　
　

市
川　

佳
洋
（
北
花
内
）

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
１
部

優　
勝　

和
田　

奈
由
（
竹
内
）

　
　
　
　

和
田　

毬
代
（
竹
内
）

準
優
勝　

吉
田　

鈴
（
當
麻
）

　
　
　
　

川
本　

麻
衣
（
加
守
）

第
３
位　

中
尾　

由
紀
（
疋
田
）

　
　
　
　

小
林
美
貴
子
（
北
花
内
）

　

〃　　

中
嶋　

恵
子
（
勝
根
）

　
　
　
　

北
川　

昌
代
（
長
尾
）

　
混
合
ダ
ブ
ル
ス
１
部

優　
勝　

佐
藤　

信
次
（
北
花
内
）

　
　
　
　

和
田　

毬
代
（
竹
内
）

準
優
勝　

高
谷　

誠
（
加
守
）

　
　
　
　

吉
田　

鈴
（
當
麻
）

第
３
位　

田
中　

泰
弘
（
忍
海
）

　
　
　
　

小
柗　

裕
美
（
北
花
内
）

　

〃　　

西
川　

幸
佑
（
新
庄
）

　
　
　
　

中
嶋　

恵
子
（
勝
根
）

　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
２
部

優　
勝　

上
田　

泰
夫
（
加
守
）

　
　
　
　

宮
崎　

奨
（
疋
田
）

準
優
勝　

浦
野　

文
男
（
笛
堂
）

　
　
　
　

葛
本　

和
格
（
太
田
）

第
３
位　

井
上　

隆
章
（
尺
土
）

　
　
　
　

小
西　

正
美
（
西
室
）

　

〃　　

赤
木　

基
延
（
疋
田
）

　
　
　
　

増
井　

紀
良
（
西
室
）

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
２
部

優　
勝　

竹
下
季
実
花
（
八
川
）

　
　
　
　

岡
田　

ゆ
り
（
長
尾
）

準
優
勝　

広
辻　

玲
子
（
南
今
市
）

　
　
　
　

富
岡　

桂
子
（
太
田
）

第
３
位　

博
田　

和
代
（
八
川
）

　
　
　
　

竹
下　

安
代
（
八
川
）

　

〃　　

青
木　

智
子
（
葛
木
）

　
　
　
　

落
合　

知
子
（
長
尾
）

　
混
合
ダ
ブ
ル
ス
２
部

優　
勝　

小
林　

栞
菜
（
長
尾
）

　
　
　
　

宮
本　

有
紗
（
木
戸
）

準
優
勝　

竹
下　

安
代
（
八
川
）

　
　
　
　

長
屋　

和
子
（
尺
土
）

第
３
位　

中
靏　

茜
（
木
戸
）

　
　
　
　

山
本　

智
香
（
今
在
家
）

　

〃　　

宮
崎　

奨
（
疋
田
）

　
　
　
　

落
合　

知
子
（
長
尾
）

　
中
学
生
ダ
ブ
ル
ス

優　
勝　

山
本　

智
香
（
今
在
家
）

　
　
　
　

中
靏　

茜
（
木
戸
）

準
優
勝　

大
谷　

紗
世
（
疋
田
）

　
　
　
　

城
本
あ
か
り
（
西
室
）

第
３
位　

土
谷
安
佳
里
（
西
室
）

　
　
　
　

谷
村
和
佳
奈
（
西
室
）

　

〃　　

中
井　

夏
朱
（
疋
田
）

　
　
　
　

徳
山　

美
生
（
南
道
穂
）

　
小
学
生
ダ
ブ
ル
ス

優　
勝　

広
辻　

あ
み
（
南
今
市
）

　
　
　
　

島
田　

愛
子
（
當
麻
）

準
優
勝　

神
山　

新
悟
（
今
在
家
）

　
　
　
　

垣
田　

寧
々
（
當
麻
）

第
３
位　

伊
東　

侑
樹
（
加
守
）

　
　
　
　

吉
田　

倭
（
當
麻
）

　

〃　　

宮
本　

有
紗
（
木
戸
）

　
　
　
　

水
元　

健
太
郎
（
當
麻
）

▼
体
育
振
興
課

春
季
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

結
果
（
4
月
17
〜
24
日
）

イベント・募集
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情
報
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
・
健
康

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

市
政
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

15

地域安全ニュース

▼
▼
１
１
９
コ
ー
ナ
ー
▲
▲

平
成
23
年
4
月
中

平
成
23
年
の
累
計

火
災
：

０
件
火
災
：

１
件

救
急
：
１
１
２
件
救
急
：
４
６
９
件

救
助
：

０
件
救
助
：

７
件

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

▼
消
防
署
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、

一
般
【
☎
（
69
）
７
１
７
１
】

火
災
案
内
【
☎
（
69
）
９
９
８
８
】

6
月
5
〜
11
日
は
、

危
険
物
安
全
週
間

全
国
統
一
標
語　

危
険
物　

無
事
故
の
ゴ
ー
ル
は　

譲
れ
な
い
！

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
生
活
を
豊
か
に

す
る
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
等
の
「
危
険
物
」

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
燃
料
と
し
て
使
う
ほ

か
塗
料
や
化
粧
品
等
さ
ま
ざ
ま
な
化
学
製

品
の
原
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
危
険
物
を
取
り
扱
う
場
合
、

そ
の
危
険
性
を
よ
く
知
り
、
正
し
い
取
り

扱
い
方
を
身
に
つ
け
、
火
災
な
ど
の
災
害

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
下
記
の
事
項
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器

つ
け
ま
し
た
か
？

危
険
物
の
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

○
火
の
近
く
で
危
険
物
の
詰
め
替
え
等
は

　

や
め
ま
し
ょ
う
。

○
保
管
場
所
は
直
射
日
光
を
避
け
、
高
温
、

　

火
気
を
使
う
場
所
か
ら
遠
ざ
け
ま
し
ょ
う
。

○
必
要
以
上
に
買
い
だ
め
は
し
な
い
よ
う

　

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
ス
プ
レ
ー
缶
等
の
容
器
に
表
示
さ
れ
て

　

い
る
注
意
事
項
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
取

　

り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。×××

イベント・募集

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
大
字
の
地
名

が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す

　

市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
に
「
大
字
名
」
シ
ー
ル
を
貼
り
付
け
て
い

ま
す
。
市
外
か
ら
訪
問
さ
れ
て
い
る
方
や
大

字
名
に
不
安
な
方
が
事
故
に
あ
わ
れ
た
と

き
、
災
害
時
の
消
防
機
関
等
へ
の
連
絡
な

ど
、
大
字
名
が
分
か
る
こ
と
に
よ
り
迅
速
に

対
応
が
で
き
る
も
の
で
す
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

に
番
号
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
番
号
を

警
察
署
や
消
防
署
等
に
一
緒
に
報
告
い
た

だ
く
と
、
市
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
位
置
が

分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
は
平
成
21
・
22
年
度

の
国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
補
助
金
で
実

施
し
ま
し
た
。

▼
生
活
安
全
課

高
田
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
不
法
滞
在
・
不
法
就
労
の
現
状
」

　

不
法
滞
在
者
と
は
、

○
偽
造
パ
ス
ポ
ー
ト
や
密
航
船
な
ど
で
不

　

法
に
入
国
す
る
者

○
在
留
期
間
を
超
え
て
日
本
に
滞
在
す
る
者

で
あ
り
、
現
在
約
10
万
人
が
日
本
に
滞
在

し
て
お
り
、
大
部
分
は
不
法
就
労
し
て
い

る
と
見
ら
れ
ま
す
。

　

不
法
就
労
す
る
外
国
人
の
存
在
は
、
我

が
国
の
労
働
面
だ
け
で
な
く
、
風
俗
や
治

安
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
わ
た
っ
て

様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

「
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い
」

○
働
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
外
国

　

人
を
雇
っ
た
事
業
主
や
不
法
入
国
を
援

　

助
し
た
人
等
は
、
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら

　

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
外
国
人
の
雇
用
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず

　

パ
ス
ポ
ー
ト
や
外
国
人
登
録
証
明
書
等

　

を
見
て
在
留
資
格
や
在
留
期
限
を
確
認

　

し
て
く
だ
さ
い
。

○
安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り
の
た
め
、
外

　

国
人
に
関
す
る
犯
罪
を
見
聞
き
さ
れ
た

　

方
は
、
迷
わ
ず
１
１
０
番
ま
た
は
高
田

　
警
察
署
【
☎
（
22
）
０
１
１
０
】
ま
で

　

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。



16広報　 　平成 23年 6月号

子育て・健康

※
つ
ど
い
の
広
場
で
は
お
話
を
楽
し
む
日

　

と
童
謡
を
楽
し
む
日
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
の
施
設
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

★
お
話
を
楽
し
む
日　

午
前
10
時
30
分
〜

　

６
月
８
日
㈬　

當
麻
児
童
館

　

６
月
15
日
㈬　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

６
月
20
日
㈪　

當
麻
文
化
会
館
３
階

　

７
月
６
日
㈬　

磐
城
児
童
館

　

７
月
11
日
㈪　

當
麻
文
化
会
館
３
階

　

７
月
13
日
㈬　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
童
謡
を
楽
し
む
日　

午
前
10
時
〜

　

６
月
６
日
㈪　

當
麻
文
化
会
館
３
階

　

７
月
４
日
㈪　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

６
月
・
７
月
の
予
定

６
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

７
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
ク
ラ
ブ

援
助
会
員
・
利
用
会
員
募
集
！

■つどいの広場　
■キンダーランド
■わんぱくルーム
■ひよこルーム
　6/23 ㈭　新庄地区
　6/24 ㈮　當麻地区
○こあらルーム
　6/13 ㈪・7/11 ㈪
○らっこルーム
　6/27 ㈪・7/25 ㈪
○お楽しみ土曜日
　7/16 ㈯

　

５
月
６
日
、
３
歳
児
の
子
育
て
教
室
キ

ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
が
始
ま
り
ま
し
た
。
３
歳

児
の
親
子
が
50
組
集
ま
っ
て
、『
は
じ
め

ま
し
て
』
の
ご
あ
い
さ
つ
。
季
節
の
う
た

を
歌
っ
た
り
、
手
あ
そ
び
を
し
た
り
し
な

が
ら
親
子
の
か
か
わ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
１
年
間
、
キ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

で
友
だ
ち
と
一
緒
に
過
ご
す
楽
し
さ
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
し
、
保
護
者

の
方
も
交
流
し
な
が
ら
つ
な
が
り
も
深
め

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼子育て支援センター
（新庄健康福祉センター内）

【☎（69）5241】
【FAX（69）5301】

★
お
知
ら
せ

○
７
月
16
日
㈯
に
お
楽
し
み
土
曜
日
（
な

つ
ま
つ
り
）
を
開
催
し
ま
す
。
場
所
は
當

麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
す
。

○
7
月
21
日
以
降
実
施
の
つ
ど
い
の
広
場

で
、
新
庄
・
白
鳳
中
学
校
1
年
生
の
生
徒

と
交
流
が
で
き
る
〝
乳
幼
児
と
中
学
生
と

の
ふ
れ
あ
い
交
流
〞
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
８
月
の
つ
ど
い
の
広
場
で
も
実
施
予
定
）

親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ

　

市
内
在
住
で
２
歳
児

（
未
就
園
児
）
の
親
子

を
対
象
に
、
栄
養
士
の

石
沢
先
生
を
お
迎
え
し

て
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

　

親
子
で
簡
単
な
料
理
を
作
っ
て
一
緒
に

食
べ
ま
せ
ん
か
？

日
時　

６
月
22
日
㈬
午
前
10
時
〜

場
所　

新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

栄
養

　

指
導
室

対
象　

平
成
20
年
４
月
２
日
〜
平
成
20
年

　

７
月
31
日
生
ま
れ
の
親
子
24
組

費
用　

１
組
３
０
０
円
（
調
理
材
料
代
）

※
６
月
６
日
㈪
午
前
８
時
30
分
よ
り
、
電

　

話
に
て
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

援
助
会
員

　

子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
・
子
ど

　

も
の
預
か
り
を
し
た
い
と
思
う
方

　

（
講
習
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
）

利
用
会
員

　

子
育
て
の
助
け
を
し
て
ほ
し
い
方

※
学
童
保
育
や
保
育
所
・
幼
稚
園
の
送
迎

　

は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
を
連
れ
て
出
か

　

け
ら
れ
な
い
の
で
、
子
ど
も
を
預
か
っ

　

て
ほ
し
い
と
き
、
例
え
ば
参
観
日
の
下

　

の
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
行
け
な
い
・
美

　

容
院
や
買
い
物
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た

　

い
と
き
…
な
ど
の
預
か
り
も
可
能
で
す
。

★
利
用
会
員
は
随
時
会
員
登
録
で
き
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
子
育
て

　

福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金

　

１
時
間　

６
０
０
円
〜
８
０
０
円

　

（
利
用
時
間
・
平
日
・
土
・
日
・
祝
日

　

に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）

※
料
金
は
、
利
用
会
員
が
援
助
会
員
に
直

　

接
支
払
い
ま
す
。
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子
育
て
・
健
康

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

市
政
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス
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子育て・健康

子
育
て
・
健
康

説
明
会
・
講
習
会
の
日
程
と
内
容

6月20日㈪
午前9時30分～ 説明会（利用会員・援助会員）

午前 10時～ 子どもの事故防止と応急処置について
午前 11時～ 子どもの遊びと手作りおもちゃ

6 月 29日㈬
午前 10時～ 乳幼児のかかわり方について
午前 11時～ 発達が気になる子どもの理解と支援について

7 月 6日㈬
午前 10時～ 児童（小学生）のかかわり方について
午前 11時～ 子どもの病気について

場
所　
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

※
講
習
会
は
１
講
座
１
時
間
程
度
で
す
。

　
講
習
会
は
援
助
会
員
対
象
で
す
が
、
利

　
用
会
員
の
方
も
受
講
で
き
ま
す
。　

※
会
員
登
録
に
は
、
印
鑑
と
顔
写
真
（
縦

　
３
㎝
×
横
2.5
㎝
）
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
6
月
6
日
㈪
か
ら
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
ク
ラ
ブ
）

で
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

健 康 増 進 課
インフォメーション

▼健康増進課
（新庄健康福祉センター）
【☎（69）9900】

不
妊
治
療
費
の
助
成
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た

　

奈
良
県
で
は
、
不
妊
治
療
の
う
ち
、
体

外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
の
治
療
費
の
一

部
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
度
よ
り
助
成
内
容
が
一
部
改
正
さ
れ
ま

し
た
。主
な
改
正
点
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

改
正
前　
1
回
の
治
療
に
つ
き
15
万
円
ま

　
で
、
１
年
度
あ
た
り
２
回
を
限
度
に
通

　
算
５
年
間
助
成
す
る
。

⬇

改
正
後　
１
回
の
治
療
に
つ
き
15
万
円
ま

　
で
、
１
年
度
目
は
年
３
回
ま
で
、
２
年

　
目
以
降
は
年
２
回
ま
で
、
通
算
５
年
間
、

　
通
算
10
回
を
超
え
な
い
範
囲
で
助
成
す
る
。

　
ま
た
、
内
容
の
改
正
に
伴
い
、
申
請
書

様
式
も
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、
奈
良
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
【http://w

w
w
.pref.nara.

jp/dd_aspx_item
id-5946.htm

】

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
葛
城
保
健
所
【
☎

（
22
）
１
７
０
１
】
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
不
妊
に
悩
む
方
を
対
象
に
、
不

妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
計
画

「
き
ら
り
葛
城
21

〜
イ
キ
イ
キ
輝
く
ま
ち
プ
ラ
ン
〜
」

ご
報
告

　
葛
城
市
健
康
増
進
課
で
は
、
平
成
19
年

か
ら
き
ら
り
葛
城
21
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
の

市
民
の
方
を
中
心
に
、
健
康
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
様
々
な
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も｢

た
ば
こ｣

対
策
と
し
て
、〝
子
ど
も
た
ち
に
た
ば
こ
を

吸
わ
せ
な
い
〞〝
吸
わ
な
い
人
を
た
ば
こ
の

7
月
4
日　
第
1
回
健
康
づ
く
り

ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
（
仮
称
）
開
催
！

害
か
ら
守
る
〞
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
健
康
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン

グ
会
議
（
仮
称
）
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
葛
城
市
に
住
む
い
ろ
ん
な
方
々

が
、
性
別
、
世
代
、
立
場
を
超
え
て｢

健

康｣

を
テ
ー
マ
に
結
び
つ
い
た
ら
、
も
っ

と
イ
キ
イ
キ
輝
く
ま
ち
に
な
れ
る
の
で

は
！
と
い
う
発
想
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で

す
。

　
葛
城
市
で
は
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
自

分
が
「
健
康
」
に
な
る
活
動
を
し
て
い
た

り
、
周
囲
を
「
健
康
」
に
す
る
活
動
を
し

て
い
た
り
す
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
仲
間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地

区
の
活
動
…
。
私
的
な
集
ま
り
か
ら
、
民

間
団
体
、
公
的
な
組
織
ま
で
い
ろ
ん
な
市

民
活
動
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
方
た
ち
の

パ
ワ
ー
を
集
結
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
自

分
た
ち
の
想
像
を
超
え
た
ま
ち
づ
く
り
の

力
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。（
具
体
的
に

は
、
ゆ
め
フ
ェ
ス
タ
in
葛
城
で
の
合
同
発

表
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

　
皆
さ
ま
が
、
行
っ
て
い
る
活
動
を
披
露

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
健
康
な
ま
ち

づ
く
り
計
画
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
健
康
増
進
課
ま
で

ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電話相談【☎ 0744（22）0311】
相談日時 毎週金曜日

午後 1時～ 4時
相談員 助産師
面接相談（予約制）
※電話相談の時間帯に上記電話番号に
　予約してください。

相談日時 毎月第 2金曜日
午後 1時～ 4時

相談員 産婦人科医師（女性医師）

相談場所 橿原市内膳町 5-5-8
奈良県医師会館内

電話相談、面接相談ともに、年末年始、
祝日、医師会館休館日はお休みです。
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文化・教養

▼
新
庄
文
化
会
館
【
☎
（
69
）
４
６
０
０
】

▼
當
麻
文
化
会
館
【
☎
（
48
）
５
０
０
０
】

文
化
会
館
ニ
ュ
ー
ス

催し物のご案内

▼新庄文化会館（マルベリーホール）
月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主　催　者 連　絡　先

6 月 19日㈰ 片塩中学校吹奏楽部　演奏会 無　料 14:00 ～ 大和高田市立片塩中学校
吹奏楽部

0745（22）0951
【片塩中学校】

▼新庄文化会館（展示室）
期　間 催　し　物 入場方法 開演時間 主　催　者 連　絡　先

6月1日㈬～
6日㈪ 第 17回写団葛城写真クラブ展 無　料 9:00 ～

17:00 写団葛城写真クラブ 0745（69）5945
【中島　庸晃】

▼當麻文化会館（ホール）
月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主　催　者 連　絡　先

6 月 12日㈰ ジュニアエレクトーンフェステ
ィバル 無　料 13:00 ～ 末吉楽器店 0745（22）5511

【末吉楽器店】
＊都合により一部催し物が変更になる場合があります。ご了承ください。
＊準備､ リハーサルなどでの使用に関しては本表に記載しておりません。
＊詳細は主催者にお問い合わせください。

毎月 11 日は人権を確かめあう日です
奈良県市町村人権・同和問題啓発活動推進本部　葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

休
館
日
は
21
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

出
演　

指
導　

南
條　

隆

　
　
　

座
長　

龍　　

美
麗

　
　
　

座
長　

南
條　

影
虎

　
　
　

一
部　

人
情
芝
居

　
　
　

二
部　

豪
華
絢
爛　

舞
踊
シ
ョ
ー

日
時　

8
月
28
日
㈰

開
場　

午
後
0
時
30
分

開
演　

午
後
1
時

公
演
時
間　

約
2
時
間
30
分

会
場　

新
庄
文
化
会
館
マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル

入
場
料　

全
席
指
定
（
税
込
）

　

一　
般　

８
０
０
円

　
　
　
　
　

（
当
日
２
０
０
円
増
）

　

友
の
会　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

（
１
会
員
に
つ
き
２
枚
ま
で
）

※
未
就
学
児
は
、
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

前
売
開
始
日

　

一　
般　

6
月
11
日
㈯
午
前
10
時
〜

　
　
　
　
　

（
電
話
予
約
午
後
1
時
〜
）

　

友
の
会　

6
月
4
日
㈯
午
前
10
時
〜

　
　
　
　
　
（
先
行
電
話
予
約
）

前
売
場
所　

新
庄
文
化
会
館

　

弁
天
座
【
☎
（
22
）
５
６
８
９
】

主
催　

葛
城
市

問
い
合
わ
せ　

新
庄
文
化
会
館

　
ス
テ
ー
ジ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
よ
り

　
新
入
部
員
養
成
講
座　
参
加
者
募
集
！

　

新
庄
文
化
会
館
ス
テ
ー
ジ
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
ク
ラ
ブ
と
は
、
新
庄
文
化
会
館
で
の
催

し
の
舞
台
設
備
・
音
響
・
照
明
な
ど
を
担

当
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と

で
す
。
あ
な
た
も
一
度
、
芸
術
の
普
及
に

携
わ
る
楽
し
み
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

7
月
2
日
㈯

　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

場
所　

新
庄
文
化
会
館
マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル

内
容　

講
師
に
舞
台
・
照
明
・
音
響
の
プ

　

ロ
を
招
い
て
、
実
際
に
機
材
に
触
れ
て

　

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象　

16
歳
以
上
、
性
別
・
経
験
を
問
い

　

ま
せ
ん
。

募
集
締
切　

６
月
30
日
㈭
（
※
当
日
ご
都

　

合
の
悪
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

新
庄
文
化
会
館
・
當
麻
文
化
会
館

大
衆
演
劇
公
演

南
條
隆
と
ス
ー
パ
ー
兄
弟
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ニ
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ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

ま
ち
の
ニ
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▼
新
庄
図
書
館
【
☎
（
69
）
４
６
４
６
】

▼
當
麻
図
書
館
【
☎
（
48
）
６
０
０
０
】

一
般
一
般

児
童
児
童 新

着

図

書

文
化
・
教
養

文化・教養

休
館
日
は
21
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

○
少
女
は
、
闇
を
抜
け
て

　

―

女
子
少
年
院
・
榛
名
女
子
学
園―

家
田　

荘
子
【
當
麻
館
】

○
ゆ
で
卵
の
丸
か
じ
り

東
海
林
さ
だ
お
【
當
麻
館
】

○
花
物
語

西
尾　

維
新
【
新
庄
館
】

○
日
本
語
を
味
わ
う
名
詩
入
門
２

　

金
子
み
す
ゞ
【
當
麻
館
】

○
う
れ
し
い
ふ
う
せ
ん

き
の
こ
パ
ン
【
新
庄
館
】

○
フ
ィ
ー
ト
は
は
し
る

ノ
エ
ル
・
ス
ミ
ッ
ト
【
新
庄
館
】

歴
史
博
物
館
ガ
イ
ド

▼
歴
史
博
物
館 【
☎
（
64
）
１
４
１
４
】

休
館
日
は
21
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
公
開
講
座
】

　
『
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
』（
第
2
回
）

　
「
竹
内
遺
跡
と
縄
文
社
会
」

日
時　

6
月
11
日
㈯　

午
後
2
時
〜

講
師　

松
田　

真
一　

氏

　
　
　

（
天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
顧
問
）

会
場　

歴
史
博
物
館
２
階
あ
か
ね
ホ
ー
ル

定
員　

１
０
０
名
程
度
（
受
講
無
料
）

申
込　

電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
に
て
受
付

【
春
季
企
画
展
】

『
先
人
か
ら
の
言こ
と
づ
て伝

―

樋
口
清
之
博
士
と
竹
内
遺
跡―

』

　

昭
和
の
初
め
頃
、

竹
内
遺
跡
周
辺
で

採
集
さ
れ
た
石
器

や
土
器
を
中
心
に
、

貴
重
な
考
古
資
料

の
数
々
を
一
堂
に

集
め
て
展
示
公
開
。

会
期　

開
催
中
〜
６
月
26
日
㈰
ま
で

入
館
料　

大
人　　
　
　
　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
校
・
大
学
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
・
中
学
生　　
　
　

50
円

場
所　

忍
海
２
５
０―

１

　
　
　

近
鉄
忍
海
駅
下
車
す
ぐ

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

　

新
着
図
書
は
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

ご
来
館
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

日
時　

６
月
５
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
〜

場
所　

當
麻
図
書
館　

お
は
な
し
部
屋

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

絵
本　

ぞ
う
く
ん
の
あ
め
ふ
り
さ
ん
ぽ

折
り
紙
お
は
な
し　

男
の
子
と
雨

人
形
劇

日
時　

６
月
26
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
3
時

場
所　

新
庄
文
化
会
館　

展
示
室

○
人
形
劇
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

タ
オ
ル
で
人
形
を
つ
く
り
、
動
か
し
方
、

　

演
じ
方
を
学
び
ま
す
。

対
象　

大
人

定
員　

30
名

　
　
　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

参
加
費　

無
料

指
導　

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ

申
込
締
切　

6
月
15
日
㈬

図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ

　

新
庄
図
書
館
は
、
６
月
９
日
㈭
〜
20
日

㈪
の
期
間
、
特
別
整
理
の
た
め
休
館
し
ま

す
。
な
お
、
長
期
休
館
に
と
も
な
い
6
月

6
日
㈪
ま
で
特
別
貸
出
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
貸
出
冊
数
は
１
人
10

冊
ま
で
、
返
却
期
日
は
7
月
2
日
㈯
で
す
。

　

當
麻
図
書
館
は
、
6
月
21
日
㈫
〜
7
月

2
日
㈯
の
期
間
、
空
調
工
事
の
た
め
休
館

し
ま
す
。
な
お
、
長
期
休
館
に
と
も
な
い

6
月
2
日
㈭
か
ら
20
日
㈪
ま
で
特
別
貸
出

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸
出
冊
数
は
１
人
10
冊
ま
で
、
返
却
期
限

は
7
月
9
日
㈯
で
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

紙
芝
居　

と
ら
と
ふ
え
ふ
き

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

お
は
な
し　

雀
の
む
か
し

絵
本　

や
さ
い
ば
た
け
は
は
な
ば
た
け

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ
ま
せ
ん
。

　

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

葛
城
歌
壇　

短
歌
講
座

　

短
歌
の
力
を
み
が
き
ま
し
ょ
う
。

※
講
座
の
中
で
添
削
し
て
い
た
だ
く
短
歌

　

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

（
各
回
先
着
30
名
、
1
人
3
首
）

※
講
座
の
内
容
は
新
庄
図
書
館
に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

第
１
回
目　

６
月
29
日
㈬

　
　
　

第
２
回
目　

7
月
15
日
㈮

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分

講
師　

英
保　

志
郎　

氏

　
　
　

（
短
歌
誌
「
青
樫
」
編
集
長
）
　

場
所　

新
庄
図
書
館　

学
習
室

対
象　

大
人　

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
・
申
込　
新
庄
図
書
館
ま
で
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情報コーナー

集
募
冊
短

で
田
太
る
残
が
字
小
う
い
と
」
夕
七
「

　

年
毎
、
は

7
月
7

開
が
」
祭
機
棚
「
に
日

願
で
ど
な
区
地
田
太
や
館
撲
相
、
れ
さ
催

り
飾
サ
サ
た
け
つ
を
冊
短
た
い
書
を
事
い

。
す
ま
い
て
れ
さ
納
奉
へ
森
の
機
棚
が

 

募
般
一
を
冊
短
る
す
納
奉
、
は
で
市
本

　

冊
短
た
い
書
を
事
い
願
。
す
ま
い
て
し
集

送
郵
か
く
だ
た
い
参
持
で
ま
館
撲
相
、
は

。
い
さ
だ
く
て
し

切
締

㈪
日
４
月
７

　
先
送
郵

９
３
６
〒

　

―

６
７
２
０

３
８
麻
當
市
城
葛

　

―

１』
座
や
は
け
『
館
撲
相

　

せ
わ
合
い
問

　

（
☎
【
館
撲
相

48

】
１
１
６
４
）

要
法
や
は
け

）
催
主
会
協
光
観
市
城
葛
（要
法
や
は
け

　

。
す
ま
し
催
開
を

時
日

所
場

塚
や
は
け
・』
座
や
は
け
『
館
撲
相

　容
内○

士
力
故
物
び
よ
お
願
祈
全
安
士
力
役
現

要
法
善
追

　
○

」
会
大
撲
相
ク
パ
ン
ワ
「る
よ
に
生
学
小
内
市

○

」
験
体
撲
相
「
る
よ
に
者
験
経
未
撲
相

○

　句
甚
撲
相

○

露
披
の
字
撲
相

※

」
験
体
撲
相
「・」
会
大
撲
相
ク
パ
ン
ワ
「

月
６
は
者
望
希
加
参
の

　

17

に
で
ま
㈮
日

。
い
さ
だ
く
で
ん
込
し
申
へ
館
撲
相

　

▼

（
☎
【
館
撲
相

48

】
１
１
６
４
）

【
FAX
（
48

】
６
９
１
８
）

水
通
の
水
分
川
野
吉

も
度
年
本

　

6
月
1

ら
か
日

9
月
20

ま
日

れ
わ
行
が
水
通
の
水
分
川
野
吉
、
間
の
で

を
ど
な
止
防
故
事
の
中
間
期
水
通
。
す
ま

て
い
つ
に
と
こ
な
う
よ
の
次
、
め
た
る
図

。
す
ま
し
い
願
お
を
力
協
ご◆

な
ら
入
ち
立
へ
路
水
線
幹
水
分
川
野
吉

と
こ
い

　
◆

、
ト

　

余

吐
水と

こ
い
な

　
◆

、
芥
塵
、
石
、
片
木
、
物
汚
へ
内
路
水

と
こ
い
な
ま
込
げ
投
を
ど
な
草

　
◆

増
の
量
流
な
激
急
、
は
川
河
の
内
域
地

注
分
十
、
で
の
る
れ
わ
思
と
る
あ
が
減

　

と
こ
る
す
意

　

表
定
予
水
止
水
分
　

〕
間
日
６
〔）
間
期
し
干
用
土
（
　

月
７

　
　

19

24
日）

日
水
止
日
平
（
　

 〔
㈬
・
㈭

計
　

14

〕
間
日

月
６

　
　

22

・
日

23

・
日

29

・
日

30
日

月
７

　
　

6

・
日
７
・
日

13

・
日

14
日

・
日
４
・
日
３
月
８

　
　

10

・
日

11

・
日

　
　
　
　

24

・
日

25
日

▼

、
は
く
し
詳

課
林
農

で
ま

と
会
演
講
療
医

　病
原
膠

せ
ら
知
お
の
会
談
相
療
医催

主

部
支
良
奈
会
の
友
病
原
膠
国
全

　時
日

月
６

　

19

）
始
開
付
受
り
よ
午
正
（

　

所
場

０
２
３
町
保
久
大
市
原
橿

　
―

11
駅
前
陵
御
傍
畝
鉄
近
（
Ｂ
室
修
研
階
５

　

）
分
２
歩
徒
口
出
東

　車
下

　

演
講
療
医

多
・
炎
筋
膚
皮
・
症
皮
強
「

　

氏

　
大
和

　
田
八
」
症
併
合
と
炎
筋
性
発

　

病
原
膠
・
院
病
所
談
相
づ
ろ
よ
理
天
（

　

談
相
療
医

氏

　大
和

　田
八

　

氏

　智
隆

　上
井

　

）
問
顧
院
病
念
記
野
大
（

　

氏

　春
良

　山
金

　
※

月
６
、
は
方
の
望
希
ご
加
参

15

ま
㈬
日

込
し
申
お
で
Ｘ
Ａ
Ｆ
は
た
ま
話
電
に
で

　

。
い
さ
だ
く
み

　

先
込
申

・
☎
【

FAX

（
４
４
７
０

42

】
９
９
６
０
）

広　告
（広告掲載のお問い合わせは企画政策課まで）
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情
報
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
・
健
康

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

市
政
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

21

● ● ● 今 月 の 無 料 相 談 ● ● ●
相 談 名 月 日 時 間 場 所 問 い 合 わ せ

人権・行政・
心配ごと相談

6 月 9 日 ㈭
9:00 ～ 12:00

新庄庁舎 4階 総務財政課・人権政策課
または
社会福祉協議会【☎（48）3373】

6 月 16 日㈭ 忍海集会所
6 月 23 日㈭ 當麻文化会館 3階
＊相談は先着順で、申し込みは不要です。

弁護士による
法律相談

6 月 16 日㈭
13:00 ～ 16:00

新庄庁舎 4階
企画政策課

6 月 23 日㈭ 當麻文化会館 3階
＊相談は 1回 20分で、予約が必要です。企画政策課へ申し込んでください。

中南和法律相談センター
法律相談

※問い合わせ先に確認してください。 奈良弁護士会
【☎ 0742（22）2035】

＊相談は 1回 30分で、予約が必要です。奈良弁護士会へ申し込んでください。

健康相談 6 月 22 日㈬ 10:00 ～ 11:00 新庄健康福祉センター 健康増進課
＊血圧測定・尿検査など。健康手帳のある方は、お持ちください。

乳幼児健康相談

6 月 6 日 ㈪
10:00 ～ 11:00

當麻保健センター
健康増進課6 月 29 日㈬ 新庄健康福祉センター

6 月 30 日㈭ 新庄健康福祉センター
＊身体測定、保健師・管理栄養士による個別相談。母子健康手帳をお持ちください。

増改築・耐震相談

6 月 5 日 ㈰ 9:00 ～ 12:00 當麻文化会館 葛城市建築組合
藤井本正明【☎（69）2753】（當麻）
藤井本　弘【☎（69）2877】（新庄）
または都市計画課

6 月 25 日㈯ 13:00 ～ 17:00 中央公民館
7 月 3 日 ㈰ 9:00 ～ 12:00 當麻文化会館
＊増改築や耐震に備えての相談に応じます。

消費生活相談

6 月 6 日 ㈪

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

當麻庁舎 1階

商工観光課
または
御所市役所市民課
【☎ 0745（62）3001】

6 月 13 日㈪ 當麻庁舎 1階
6 月 20 日㈪ 當麻庁舎 1階
6 月 27 日㈪ 當麻庁舎 1階
7 月 4 日 ㈪ 新庄庁舎 4階
毎 週 木 曜 日 御所市役所
＊「架空請求」や「悪質商法」などの消費生活に関する相談に応じます。

情
報
コ
ー
ナ
ー

情報コーナー

今月の
休館・休園日

6 月 7月
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5

新庄図書館 ※ 休 休 特別整理休館 休 休 休 ※ 休
當麻図書館 ※ 休 休 休 工事による休館 休
新庄文化会館 休 休 休 休 休 休 休
當麻文化会館 休 休 休 休 休 休 休
歴史博物館 休 休 休 休 休 休 休
相撲館 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休
當麻スポーツセンター 休 休 休 休 休 休 休
コミュニティセンター 休 休 休 休 休 休 休
中央公民館 休 休 休 休 休 休 休
ふるさと公園 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休
葛城山麓公園 休 休 休 休 休 休 休
いきいきセンター 休 休 休 休 休
ゆうあいステーション 休 休 休 休 休

※：職員は出勤していますが、通常業務は行いません。
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 from
 editors

編　

集　

後　
記

thank you for reading... 

回
初
め
て
當
麻
寺
の

練
供
養
を
最
後
ま

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
で
１
０
０
７
回

目
を
迎
え
た
伝
統
行
事
。

千
年
前
の
先
人
た
ち
と
同

じ
光
景
を
見
て
い
る
と
思

う
と
改
め
て
感
動
し
ま
し

た
。
▽
広
報「
か
つ
ら
ぎ
」

の
１
０
０
０
号
は
ま
だ
ま

だ
遠
い
道
の
り
で
す
が
、

焦
ら
ず
、
丁
寧
に
作
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
よ

月
号
で
実
施
し
た
広

報
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
る
広
報
誌
を
作
れ

る
よ
う
日
々
精
進
し
ま
す
。

▽
先
日
十
数
年
ぶ
り
に
京

都
の
清
水
寺
へ
。
募
金
箱

に
お
金
を
入
れ
る
外
国
人

観
光
客
の
姿
を
見
て
、
こ

ん
な
と
こ
ろ
で
も
世
界
か

ら
の
ニ
ッ
ポ
ン
支
援
を
実

感
し
た
の
で
し
た
。　

  

は

４ 今

植
村
花
菜
さ
ん

28
歳　
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

兵
庫
県
川
西
市
出
身

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
、

　
そ
れ
が
自
分
に
と
っ
て
の
希
望
で
あ
り
、
幸
せ
で
す

　

５
月
２
日
、
新
庄
文
化
会
館
マ

ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
植
村
花
菜
さ

ん
の
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
開
場
前
の
ロ
ビ
ー
は
す
で
に

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
た
く

さ
ん
の
お
客
さ
ん
！

　

公
演
は
大
ヒ
ッ
ト
曲
の
「
ト
イ

レ
の
神
様
」
を
始
め
、
春
を
感
じ

る
曲
が
披
露
さ
れ
、
植
村
さ
ん

の
素
敵
な
歌
声
に
会
場
は
一
体
に

な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ラ
イ
ブ
後
植
村
さ
ん
か

ら
、
あ
た
た
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
！

―

今
回
初
め
て
奈
良
で
の
ラ
イ
ブ

で
し
た
が
、
い
か
が
で
し
た
か
？

　

ツ
ア
ー
で
奈
良
に
来
さ
せ
て
い

た
だ
く
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の

で
、
始
ま
る
前
は
ド
キ
ド
キ
し
ま

し
た
が
、
お
客
さ
ん
が
み
な
さ
ん

楽
し
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
が 

ス
テ
ー
ジ
か
ら
見
え
て
、
と
っ
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
♪ 

奈
良
の

み
な
さ
ん
は
と
て
も
温
か
く
て
優

し
い
方
ば
か
り
で
し
た
。

―

植
村
さ
ん
に
と
っ
て「
奈
良
県
」

と
い
え
ば
？ 

　

奈
良
の
大
仏
さ
ん
、
シ
カ
、
で

す
か
ね
（
笑
） 

―

植
村
さ
ん
に
と
っ
て
「
歌
う
こ

と
」
と
は
？ 

　
〝
希
望
〞
で
す
。 

　

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
、
そ
れ
が
自
分
に
と
っ
て

の
希
望
で
あ
り
、
幸
せ
で
す
。 

―

歌
手
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思

う
こ
と
は
何
で
す
か
？ 

　

歌
手
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と

は
、
大
好
き
な
歌
を
い
つ
も
歌
え

る
こ
と
、
そ
し
て
、
自
分
の
歌
で

元
気
に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
い
て

く
れ
る
こ
と
で
す
。

―

植
村
さ
ん
か
ら
夢
を
持
つ
葛
城

市
の
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
た
い
こ

と
は
？

　

ま
ず
は
、
自
分
の
好
き
な
こ
と

や
物
を
見
つ
け
る
こ
と
が
一
番
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。 

　

ど
ん
な
に
辛
く
て
も
、
本
当
に

好
き
な
ら
き
っ
と
続
け
ら
れ
る
。

自
分
の
好
き
な
も
の
を
す
ぐ
見
つ

け
ら
れ
る
人
も
い
る
し
、
な
か
な

か
見
つ
け
ら
れ
な
い
人
も
い
る
。

で
も
、
必
ず
み
ん
な
あ
る
は
ず
だ

か
ら
、
ま
ず
は
自
分
が
何
を
好
き

な
の
か
を
考
え
て
み
る
と
い
い
と

思
い
ま
す
。

　

夢
を
持
つ
の
は
と
て
も
い
い
こ

と
で
す
。
人
生
が
何
倍
も
楽
し
く

な
る
よ
！ 

　

栃
木
県
鹿
沼
市
の
避
難
所
で
も

歌
っ
て
き
た
ば
か
り
と
い
う
植
村

さ
ん
。
大
震
災
の
影
響
で
、
た
く

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
・
延
期

に
な
る
中
、「
歌
を
通
じ
て
元
気

を
届
け
た
い
」
と
思
い
ツ
ア
ー
開

催
を
決
定
。
今
回
の
葛
城
市
で
の

ラ
イ
ブ
も
開
催
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

公
演
の
後
に
は
、
自
ら
ロ
ビ
ー

に
立
ち
、被
災
者
へ
の
募
金
活
動
。

集
ま
っ
た
13
万
１
６
７
１
円
は

葛
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ

て
、
被
災
地
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

植
村
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
！
ま

た
葛
城
市
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
♪

Profi le　UEMURA Kana
1983 年 1 月４日生。8歳の時ミュージカル映画を見
て歌手になることを決意。夢に向かって練習を積み、
2005 年にメジャーデビューを果たす。昨年、祖母と過
ごした日々を歌った「トイレの神様」が共感を呼び、大
ヒット。紅白歌合戦に出場する。奈良県でのライブは今
回が初。

人の動き　5 月 1日現在（前月比）
人 口 36,411 人 （＋ 33人）
男 17,530 人 （＋ 22人）
女 18,881 人 （＋ 11人）

世帯数 13,152 戸 （＋ 20戸）


